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僕たちが忘れかけていたのは

円運動の割り切れなさ？

軽いめまいを覚える……

DynaBookシリーズのタッチパッドは、右

端と下端のわずかなエリアにそれぞれ上下

方向と左右方向のスクロール機能を付加し

ている。指先で右端をツツーッとなぞると、

その動きに合わせて画面が上下にスクロー

ルする。ソフトウェアで実現している機能な

のでユーザーが任意に再設定できるのは当

然として、操作をいったん会得してしまうと

これが手放せなくなるから不思議だ。他の

ノートPCのタッチパッドで同じジェスチャー

を無意識にやってしまい、画面がスクロー

ルしないことに驚いたりする。愚かな行い

ではあるが、それを特別な愚かさとは思わな

い。東芝の目論見がいかに優れているのか

ということを図らずも証明しているだけだ。

良くできたユーザーインターフェイスは意

識の深層に入り込んで原体験化する。会得

時間が短いほどに深層化は高まるようで、

身体に強く刻まれた利便性は、同じような

形態に巡り会うとムクムクと頭をもたげ、有

りもしない機能を指先で呼び出そうと虚し

い挙動を繰り返す。東芝は、そんな挙動を

促す私のトリガーボタンをポンと小気味よく

押したようだ。

“良くできたユーザーインターフェイス”と

簡単に書いたが、モノの歴史はまさにこの

一点をめぐる死屍累々の変遷と言っても過

言ではない。発達が未成熟なデジタル機器

においては、この瞬間にも屍が刻一刻と増

えつつあるわけで、さてその屍の起源はとい

うと、時は1968年12月9日にさかのぼる。

それは、かのダグラス・エンゲルバートが

サンフランシスコの Joint Computer

Conferenceで、NLS（oN Line System）なる

モノの体系を発表した日として刻まれなけれ

ばいけない。この会合で、彼は今や死語と

化したビットマップディスプレイやマルチウ

ィンドウ、スクリーンエディターなどととも

に、マウスの原型をお披露目している。バ

ッチ処理主体の計算機が主流だった時代

に彼が投げた小石が、現代にどれほどの大

波となって私たちを波間に漂う小舟化した

のかは議論を待つまでもない。

その凄みのようなものは、言葉ではちょっ

と表現できない。画面をマッピングして作業

領域をウィンドウとして定義し、それをマウス

で指し示すという行為は、まさに空間と時間

の定義にほかならないわけで、そうした概念

をコンピューティングに持ち込んだ功績は、

それがとてつもなく即物的だったという一点

において絶句を誘う。私などは、想像しただ

けで軽いめまいを覚えてしまうほどだ。

誰のためのデザイン？

ゼロックスのPARCでAltoが産声をあげ、

それをパイレーツ気取りのスティーブとウ

ォズニアックの2人のジョブズがLisaに結

実させていく後半の歴史は、私にとっては

オマケの域を出ないのだが、それにしても

数多あるユーザーインターフェイスのほとん

どがこの日に集中していることを思うと、私

たちはこの30数年が何だったのかと太息の

一つもつきたくなる。

DynaBookに話を戻せば、タッチパッドを

ウィンドウのスクロール座標と相対化させ

るのに私たちは優に5年の歳月を費やして

いるわけで、その前のトラックパッドはご存

じのようにマウスをひっくり返しただけなの

だから、進歩らしき痕跡すらないのだ。

あえて極言するけれど、私たちは相対化

のプロセスにおいてポインティングという行

為を超克したことがエンゲルバート以降に

一度もない。それを思う時、私はまたもや

軽いめまいに襲われる。

音声認識とか瞳孔追尾とか果てはサイコ

キネシスばりの思念表出とかさまざまな仕組

みが提案されているけれど、それはパラダイ

ムではなくてあくまでポインティングという行

為の先に見えるリニアな線なのだと思う。

あるオブジェクトをポインティングするという

行為に演繹されるのは、選択の有無である。

それは取りも直さず、選択する／しないとい

うヒトの意思の有無である。意思を表明す

るということは、コンピュータから見れば己

の無目的状態を指す。

今、己が何を成そうとしているのか。コン

ピュータがポインティングを超克する瞬間

は、コンピュータ自らが己の目的を把握する

時でしかない。そうしたパラダイムは、ひょ

っとしたらXMLの普及によって意外に早く

実現するのかもしれない。（これはちょっとオ

ーバーな表現だけれども）

イベント駆動型のノイマン・コンピューティ

ングにそうした活路はあるのかと大上段の議

論をしても仕方がないので、認知科学の第

一人者であるドナルド・Ａ・ノーマンにならっ

て、私は登場するモノのユーザーインターフ

ェースを吟味し続けるよりほかはない。その

問いは『誰のためのデザイン？』という至極単

純でいて答えの出ない禅問答に似ている。

そういうって、どういう？

過日、IIJ元会長の深瀬弘恭氏と一献傾

けていると、意図するでもなく談義はクルマ

の事になった。

「知ってる？ BMWの今度の７シリーズって、

OSにウィンドウズ CEを積んでるんだよ」

文：戸島國雄（本誌編集人）
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この一言に私はお猪口の越乃寒梅だったか

雨後の月だったかを吹きこぼしそうになった

のだが、もっと驚いたのはその先だった。

「シフトレバーもなくなっちゃってさ、ダイアル

が1個あるだけなんだ」

ハンドル部にシフトメカニズムを追いや

ったおかげで、シフトレバーがあるべきフ

ロアの箇所にはiDriveと命名されたエレク

トロニクスの制御コントローラーが鎮座し

ているというのである。氏は12気筒の750

も所有していた官能のBMW大好き人間な

のだが、今の8気筒の740を当分乗られる

と私は推察した。

「そんなことして大丈夫かなぁ」

と訳もなく怖がるのはこの業界の人なら分

かることだが、600個近いインフォメーション

を表示するという8.8インチのディスプレイ

は直径65mmというたった１個のダイアルで

操作するという。

話は登場したばかりのレンジ・ローバーに

移り、買い換えたいけれどそんな金はない

という私のぼやきでオシマイになったのだ

が、そのダイアルが気になったので、ディー

ラーを訪ねてiDriveをチェックしてきた。

そのダイアルは、画面に表示される8個

のディレクトリを8方向にシフトしたりクル

クルと回して項目を選択する機能と、ダイ

ヤルを真下にコツンとクリックして、選択し

た項目を実行するというつ機能を持ったユ

ーザーインターフェイスの権化である。小気

味よく決まるシフトといい、カチッというクリ

ック感といいさすがに吟味されているのは

バイエルン気質の成せる技だと痛く感服し

て帰ってきた。OSがウィンドウズ CEな

のかまでは聞けなかったけれど、とりあえず

リセットボタンは見あたらなかった。ロック
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３つの製品に共通しているのは、対応する表示デバイスが大きいことだ。ち

なみに、マウスを発明したダグラス・エンゲルバートは今年が喜寿であるが、コ

ンピュータで知識の共有をしようというNetwork Improvment Community

構想に基づいてBootstrap Allianceなる組織を作り活躍中と聞いている。

恐ろしいほどのバイタリティではある。

アップしたらどうするんだろうという素朴な

疑問は、他のOSでも同じことだし本稿の

テーマではないので省くとして、クルマもつ

いに『そういう時代』に突入したということ

である。

「そういうって、どういう？」

などという徹夜明けの西田デスクみたいな

喧嘩を売らないでいただきたい。ただただ、

そういう時代なのである。

円運動は巻き物に通じる？

ウィンドウズ対応が登場するくらいまで

にアップルのiPodは大成功である。10時

間駆動とかFireWireによる高速転送とか成

功の要因はいくつでも考えられるけれど、私

は意外にあのユーザーインターフェイスとそ

れに呼応する大型液晶が最大のヒットだっ

たのではないかと思っている。リリースの順

番が逆になったが、7シリーズのiDriveと基

本的なオペレーションはまったく同じである。

1個の円をポンと与えてその外周を4分割

し、同心円の中央部に実行ボタンを配した

だけの至極単純なインターフェイスがもたら

したのは、ゴテゴテと付いていたボタンが

消えた、プレイヤーのすっきり顔だった。

リテラシー習得の時間が極端に少なく、

使いこなせる自信がムクムクと湧いて来る

と、ユーザーは本腰を入れてモノと付き合

うようになる。某調査によればユーザーが

転送している平均曲数は320になるという。

これはすごい数字である。サクサクとエンコ

ードできるとはいえ、iPodとの付き合いが

半端ではないことを物語っている。

優れたポインティングデバイスは、表示デ

バイスとの相対化がこなれている。冒頭の

DynaBookなどは最たるものだが、同じタッ

チパッドでもiPodやiDriveの方向性を選ん

だのがパナソニックのLet'sNote Lightで

ある。円形のタッチパッドは、外周を指でク

ルクルとなぞることによってウィンドウのス

クロールを可能にしている。相対化という

点ではDynaBookの方が即物的ではあるけ

れど、その分、タッチパッドの下端まで指が

きた時にもう一度上端まで指を移動すると

いうリテラシーを要求してくる。マウスでも

同じことが言えるのだが、初めて触る人は

机の端までマウスが来てしまうとどうしてい

いのか困るのだ。

その点、等速円運動が単振動として直線

上に投影されるというiPod達のコンセプト

は、クルクル回せば動き続けるという帰納性

がリテラシーを背後から助けている。単振

動を時系列化した正弦曲線が、詰まるとこ

ろスクロールするウィンドウに相対しやすい

のは、そもそもスクロールの正体が巻き物

としての即物性につながっているからだと私

はにらんでいるけれど、そんな小難しいこと

を知ってから円と付き合うヒトはいない。

円は摩訶不思議で割り切れないモノだ

が、ヒトとの相性はばつぐんなのである。
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